
 

 

装置 MRI CT 

原理 ● 磁石と電波を利用した検査 ● 放射線（X線）を利用した検査 

検査時間 ● 15分～1時間程度 ● 数分～10分程度 

長所 ● 放射線による被ばくがない 

● 内臓など軟部組織構造の描出に優れている 

● 骨による画像の乱れが少ない 

● 造影剤を使用せずに血管の走行を描出できる 

● 騒音、閉塞感が少ない 

● 骨、肺の内部構造などが明確に描出される 

● 体内に金属が入っていても撮影できる 

短所 ● 装置に奥行きがあり閉塞感がある 

● 騒音が発生する 

● 検査時間が長く動きに弱い 

● 石灰化の情報が得にくい 

● 磁気に反応する金属などが体内にある場合、

検査を受けられないことがある 

● 放射線による被ばくがある 

● MRIに比べて軟部組織の変化がわかりにくい 

● 骨に囲まれている部位は画像の乱れが出やす

い 

MRIとCTのちがいを教えてください？ 

 

 どちらも大きな筒の中に寝た状態で入る検

査で、装置の見た目が非常に似ているため、

その違いがわからない方も多いと思います。 

  

 MRIとは（Magnetic Resonance Im-

aging：磁気共鳴画像）の略です。エックス

線などの放射線は使用せず、強力な磁石と

電磁波で体内の状態を断面像として画像化

します。 

検査中にどうして大きな音がでるのですか？ 

 MRIを撮像する時には、「ドンドンドン・・・」、「ガーガー・・・」など大きな

騒音を発生します。これは、MRIは撮像するにあたり磁場を高速に変化させ

る必要があります。そのためにコイルに流れる電流のスイッチを高速に切り

替えます。コイルに流れる電流が変化するときにひずみが生じ、振動や騒音

となります。スピーカーと同じような原理ですね。当院では、撮像中はヘッド

フォンや耳栓を使用して騒音から耳を保護しています。 
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今回は、MRIで患者さんからよく聞かれる質問に回答します。 

 CTとは、（Computed Tomography：コン

ピュータ断層診断装置）の略で、X線を利用して体

内の状態を断面像として描写する検査です。 



 

狭い空間が苦手です。検査できますか？ 

 狭い空間が苦手な人にはちょっとつらいかもしれませんね。当院のMRIのトンネルは直径

70cm、長さ140cmです。多くのMRIは直径60cm、長さ180cm以上あります。当院の装置は

広くて短い装置のため、圧迫感少なく検査できると思います。また、検査内容もなるべく時間が短

くなるように工夫もさせていただきます。それでも検査を続けることが無理と感じたときには遠慮な

くブザーを鳴らしてお知らせください。  

 下の写真は直径70cmの今のMRIと、直径60cmの2012年まで使用していたMRIを比較した

写真です。同一人物がMRIの中に寝ています。直径70cmのMRIの方が空間に余裕があるのが

わかると思います。 

直径70cmのMRI 直径60cmのMRI 

 

コンタクトレンズしてるけどMRI大丈夫ですか？ 

 コンタクトレンズの着色部には、着色剤に金属系酸化物などが使われていることが多く、これらが

MRI検査時に発熱する危険性があり、目に影響を及ぼす可能性があります。そのため、安全に

MRIを受けていただくために、コンタクトレンズを外して検査していただいてます。 コンタクトレン

ズの添付文書には、MRI検査を受ける際にはレンズを外すことが記載されているものもあります、

一度使用しているコンタクトレンズの添付文書を確認してください。 

添付文書の一例、抜粋 


